
農林水産省

令和元年度食育推進施策
（食育白書）

〔概　要〕



この報告書は、食育基本法（平成17年法律第63号）第15条に規定する「食育の
推進に関して講じた施策に関する報告書」であり、政府が毎年国会に提出しなけれ
ばならないとされているものである。
その内容としては、令和元年度に講じた食育推進施策について整理し、説明して

いる。
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はじめに　食育推進施策の基本的枠組み
1 食育基本法
○○ 食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、現在及び将来にわたる健康で文化的な国民の生活と豊
かで活力ある社会の実現に寄与することを目的として、2005年6月に公布、同年7月に施行。
○○ 食育は、生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けられるとと
もに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する
ことができる人間を育てるもの。

2 食育推進基本計画
○○ 2016年3月には、それまでの食育に関する取組の成果と課題を踏まえ、「第3次食育推進基本計画」
を決定。2016年度から2020年度までの5年間を対象とし、食育の推進に当たっての基本的な方針や目
標を掲げるとともに、食育の総合的な促進に関する事項として取り組むべき施策等を提示。
○○ 基本的な方針として、以下の5つの重点課題を規定。
（1）若い世代を中心とした食育の推進、（2）多様な暮らしに対応した食育の推進、（3）健康寿命の
延伸につながる食育の推進、（4）食の循環や環境を意識した食育の推進、（5）食文化の継承に向けた食
育の推進

3 食育に関する施策の推進体制
○○ 農林水産省は、食育推進基本計画の作成及び推進に関する事務を担っており、食品安全委員会、消費者
庁、文部科学省、厚生労働省等の関係各府省庁等との連携を図りながら、政府として一体的に食育を推進。
○○ 地域においては、様々な立場の関係者が緊密に連携・協働し、国民運動として食育を推進。
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３ 食育に関する施策の推進体制 
農林水産省は、基本計画の作成及び推進に関する事務を担っています1。そして、食品

安全委員会、消費者庁、文部科学省、厚生労働省等の関係各府省庁等との連携を図りなが

ら、政府として一体的に食育の推進に取り組んでいます。 
加えて、食育を国民運動として推進していくため、国、地方公共団体による取組ととも5 

に、地域においては、学校、保育所等、農林漁業者、食品関連事業者、ボランティア等の

様々な立場の関係者の緊密な連携・協働の下、食育を推進しています（図表３）。 
 

図表３ 食育推進体制

10 
 
 

                                                  
1 平成 27（2015）年９月に公布、平成 28（2016）年４月に施行された「内閣の重要施策に関する総合調整等に関する機能の強化

のための国家行政組織法等の一部を改正する法律」（平成 27 年法律第 66 号）により、内閣府で担当していた食育推進基本計画の作

成及び推進に関する事務は、平成 28（2016）年４月１日に全て農林水産省に移管されました。 
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第1部　食育推進施策をめぐる状況
特集　若い世代を中心とした食育の推進
1 第3次食育推進基本計画における位置付け
○○ 「若い世代を中心とした食育の推進」を重点課題の一つとして位置付け。

○○ 若い世代（20歳代及び30歳代）は、「人生100年時代」に向けて、生活習慣病の予防や健康寿命の延
伸のために、若い頃からの食生活が重要であることを自覚し、健全な食生活を習慣化する必要性が一層高
い世代。

○○ 若い世代は、未来の日本を支える子供たちを育てる世代でもあり、次世代に「食」の重要性を伝えつな
ぐ役割を担う。

○○ 本特集では、若い世代における食生活の現状を分析するとともに、若い世代が中心となって取り組んで
いる食育の事例を紹介。

2 若い世代の特徴
○○ 若い世代において、自身の健康状態について良いと考えている人は、男性68.5％、女性73.3％。

○○ 「平成30年国民健康・栄養調査」によると、30歳代男性の33.0％が肥満（BMI≧25kg/m2）、20歳代
女性の19.8％、30歳代女性の19.3％がやせ（BMI＜18.5kg/m2）。

女性におけるやせの者の割合（20歳以上、年齢階級別）

11.2

19.8 19.3

10.5 10.4 10.0
8.2

0
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25
（％）

全体 20 ～
29歳

30 ～
39歳

40 ～
49歳

50 ～
59歳

60 ～
69歳

70歳
以上

（年齢）

（n=829）（n=599）（n=452）（n=420）（n=295）（n=177）（n=2,772）

資料：厚生労働省「平成30年国民健康・栄養調査」

男性における肥満者の割合（20歳以上、年齢階級別）

（n=686）（n=503）（n=363）（n=407）（n=267）（n=174）（n=2,400）
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（％）
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資料：厚生労働省「平成30年国民健康・栄養調査」

○○ 食育に関心を持っている若い世代の割合は、男性65.4％、女性75.9％。
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特集　若い世代を中心とした食育の推進

3 若い世代における食生活の現状
○○ 第3次食育推進基本計画で定められている若い世代に関連する数値目標は4つ。
①朝食を欠食する割合
②主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上ほぼ毎日食べている割合
③地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承している割合
④食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断する割合

○○ 朝食を欠食する（「週に2～3日
食べる」及び「ほとんど食べない」）
若い世代の割合を、2020年度ま
でに15％以下とすることを目指し
ている。2019年度は25.8％。特
に男性は、31.5％が朝食を欠食。

○○ 朝食を食べていない人に、朝食
を食べるために必要なことを聞い
たところ、男女ともに「朝早く起
きられること」をあげる人が最も多く、次いで多いのが、男性では「自分で朝食を用意する時間があるこ
と」、女性では「朝、食欲があること」。

朝食を食べるために必要なこと（女性・年代別）

31.731.7

36.736.7

36.736.7

48.348.3

56.756.7

0 10 20 30 40 50 60（％）

自分で朝食を用意する
時間があること

自分で朝食を用意する
手間がかからないこと

朝食を食べる
習慣があること

朝、食欲があること

朝早く起きられること

全体（n＝125） 20～39歳（n＝60） 40～59歳（n＝43） 60歳以上（n＝22）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

朝食を食べるために必要なこと（男性・年代別）

41.2

45.6

45.6

47.1

51.5

0 10 20 30 40 50 60

自分で朝食を用意する
手間がかからないこと

朝、食欲があること

朝食を食べる
習慣があること

自分で朝食を用意
する時間があること

朝早く起きられること

全体（n＝175） 20～39歳（n＝68） 40～59歳（n＝74） 60歳以上（n＝33）

（％）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

大学と連携した若い世代への食育推進事業～朝食摂取に着目した取組～

○○ 長崎県では、県内の4つの大学と連携し、「大学と連携した若
い世代への食育推進事業」を実施。

○○ 学生自らが、若い世代の食生活に関する課題抽出とその課題解
決のための事業企画を提案。朝食レシピ集や啓発ポスターの作成、
朝食に関する料理教室などを企画。

○○ SNSを利用したレシピ集の紹介や学園祭での朝食メニューの試
食・販売など、広報活動を実施。

事 例

朝食に関する料理教室の様子

朝食の摂取頻度（性・年代別）

ほとんど毎日食べる 週に４～５日食べる 週に2～3日食べる ほとんど食べない わからない

95.2
86.1

69.2
87.0

90.3
70.0

58.0
76.8

64.1
82.5

1.1

5.5
9.7

4.3

2.3
8.9

10.5 
6.2

10.1 
5.1

1.5
2.3

9.2
3.3

1.4

4.9
10.5 

4.5

9.8
3.8

2.2

6.1
11.8 

5.4

5.7
16.2 

21.0 
12.4 

16.0 
8.5

0 20 40 60 80 100
60歳以上（n＝457）

40～59歳（n＝310）
20～39歳（n＝195）

全体（n＝962）

60歳以上（n＝350）
40～59歳（n＝247）
20～39歳（n＝162）

全体（n＝759）

若い世代（n＝357）
全体（n＝1,721）

（％）

男
性

女
性

25.825.8

31.531.5

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
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○○ 「主食・主菜・副菜を組み合わ
せた食事を1日2回以上ほぼ毎日
食べている若い世代の割合」を、
2020年度までに55％以上とする
ことを目指している。2019年度
は37.3％。

○○ 主食・主菜・副菜を組み合わせ
た食事を1日に2回以上食べてい
ることが「ほぼ毎日」ではない人
に、回数を増やすために必要なことを聞いたところ、男女ともに「時間があること」をあげる人が最も多
く、次いで「手間がかからないこと」。

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事のために必要なこと 
（女性・年代別）

食欲があること

自分で用意する
ことができること

食費に余裕があること

手間がかからないこと

時間があること

全体（n＝368） 20～39歳（n＝115） 40～59歳（n＝146） 60歳以上（n＝107）

（複数回答、
上位5項目）20.0

26.1

35.7

64.3

72.2

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）80

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事のために必要なこと 
（男性・年代別）

食欲があること

外食やコンビニ等で
手軽に取ることが

できる環境があること

食費に余裕があること

手間がかからないこと

時間があること

全体（n＝379） 20～39歳（n＝108） 40～59歳（n＝133） 60歳以上（n＝138）

23.1

24.1

32.4

52.8

64.8

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

大学生のごはん適量摂取への行動変容を目指した取組 
～「3・1・2弁当箱法」体験セミナーの実施～

○○ 公益社団法人米穀安定供給確保支援機構では、2010年
から、大学生向けに、主食・主菜・副菜を組み合わせた
バランスのよい食事について学ぶ「3・1・2弁当箱法」
体験セミナーを実施。

○○ 若い女性にやせの人が多い、主食（ごはん）の摂取量
が少ない人が多いという現状を踏まえ、弁当箱を用いて
主食・主菜・副菜を組み合わせたバランスのよい食事、
主食（ごはん）の適量を知ってもらおうという取組。

事 例

「３・１・２弁当箱法」の5つのルール
資料：NPO法人食生態学実践フォーラムの資料を基に作成

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取頻度（性・年代別）

ほぼ毎日 週に４～５日 週に 2～ 3日 ほとんどない わからない
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60歳以上（n＝457）
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60歳以上（n＝350）
40～59歳（n＝247）
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全体（n＝759）

若い世代（n＝357）
全体（n＝1,721）

（％）
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性
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33.3
49.3
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16.0 
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24.1 
17.4 

3.1
4.5

9.7
4.9

6.6
9.3

13.0 
8.8

11.2 
6.6

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）



5

特集　若い世代を中心とした食育の推進

○○ 「地域や家庭で受け継がれてき
た伝統的な料理や作法等を継承し
ている若い世代の割合」を、2020
年度までに60％以上とすること
を目指している。2019年度は
61.6％であり、目標を達成。

○○ 「食品の安全性について基礎的
な知識を持ち、自ら判断する（「い
つも判断している」及び「判断し
ている」）若い世代の割合」を、
2020年度までに65％以上とする
ことを目指している。2019年度
は70.3％であり、目標を達成。

「#がめ煮つくろう」～郷土料理を未来につなぐ～

○○ 「がめ煮」は正月やお祭りなどお祝いの際によく食べられる福
ふく

岡
おか

の郷土料理。

○○ 福
ふく

岡
おか

市
し

が取り組んでいる「#がめ煮つくろう」は、「がめ煮」
を作ることによって、「食」を通じた健康づくりについて考え、
実践すること、地元食材を日々の食事に生かすこと、福

ふく
岡
おか

の食文
化を知り、伝えていくことのきっかけとすることを目的。

○○ 親子料理教室では、野菜の下ごしらえから調理、盛り付けまで、
親子で「がめ煮」作りを体験。「がめ煮」を囲んで大切な人との

「食」を楽しみ、郷土料理を未来へつないでいくことを目指す。

事 例

親子料理教室の様子

伝統的な料理や作法等を継承している人の割合（性・年代別）

82.3
76.8

66.7
77.3

59.7
62.3

55.6
59.7

61.6
69.6

15.5
22.6

30.8
20.9

33.4
33.6
42.6
35.4

36.1
27.3

受け継いでいる 受け継いでいない わからない

0 20 40 60 80 100
60歳以上（n＝457）
40～59歳（n＝310）
20～39歳（n＝195）

全体（n＝962）

60歳以上（n＝350）
40～59歳（n＝247）
20～39歳（n＝162）

全体（n＝759）

若い世代（n＝357）
全体（n＝1,721）

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断する人の割合（性・年代別）

14.6
25.3

55.1
57.4

59.0
56.7

50.6
50.6

51.9
50.9

55.7
70.3

54.1

10.9
13.9

21.5
14.0

20.3
25.1
34.0
24.8

27.2
18.8

32.8
27.7

15.9
27.8

26.6
21.9

13.0
22.1

いつも判断している 判断している あまり判断してない 全く判断していない わからない

0 20 40 60 80 100
60歳以上（n＝457）
40～59歳（n＝310）
20～39歳（n＝195）

全体（n＝962）

60歳以上（n＝350）
40～59歳（n＝247）
20～39歳（n＝162）

全体（n＝759）

若い世代（n＝357）
全体（n＝1,721）

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
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大学生と考える食品安全～カフェインをテーマに～

○○ 名
な

古
ご

屋
や

市
し

と食品安全委員会は、食品の安全に関する基本的な考
え方や、過剰摂取が懸念されているカフェインについて、食品・
栄養学を専攻する大学生と意見交換会を実施。

○○ グループに分かれ、「身体、ごまかしてない？」、「本当に必
要？そのカフェり

4 4 4 4

」など大学生らしいキャッチコピーとともに、
カフェインの過剰摂取について注意を促すポスターのデザイン案
を作成。

事 例

グループワークの様子

4 子供の頃の食生活や今後の食生活に対する考え方
（子供の頃の食生活）

○○ 若い世代において、小学生、中学生、16～
18歳の頃の食生活を振り返ってもらったと
ころ、「家では、1日三食いずれも決まった
時間に食事をとっていた」等に関して、年代
が上がるにつれて「あてはまる」と回答した
人の割合が減少。

（子供の頃の食生活と現在の食生活との関連）

○○ 「家では、1日三食いずれも決まった時間
に食事をとっていた」について、小学生、中
学生、16～18歳のどの年代においても「あ
てはまる」（「あてはまる」及び「どちらかと
いえばあてはまる」）と回答した人は、それ
以外の人と比べ、現在、朝食を「ほとんど毎
日食べる」と回答。

若い世代における1日三食いずれも決まった時間に食事をとっていた
人の割合（性別）

30.3

49.2

65.6

32.7

49.4

66.7

25.6

28.2

23.6

22.2

27.2

21.6

0 20 40 60 80 100

16～ 18歳

中学生

小学生

16～ 18歳

中学生

小学生

あてはまる
どちらかといえばあてはまらない

どちらかといえばあてはまる
あてはまらない

どちらともいえない
わからない

（％）

男性（n＝162）

女性（n＝195）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
注：本図表は、若い世代に関する結果のみ

若い世代における子供の頃の食生活（1日三食いずれも決まった時間に
食事をとっていた）と現在の朝食摂取との関連（性別）

59.3

77.9

44.0

70.1

11.0

8.7

10.7

10.3

0 20 40 60 80 100

それ以外
（n＝91）

どの年代でも「あてはまる」
（n＝104）

それ以外
（n＝75）

どの年代でも「あてはまる」
（n＝87）

ほとんど毎日 週に 4～ 5日 週に 2～ 3日 ほとんど食べない

（％）

男性（n＝162）

女性（n＝195）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
注：本図表は、若い世代に関する結果のみ
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特集　若い世代を中心とした食育の推進

（今後の食生活に対する考え方）

○○ 若い世代において、ふだんの食生活の中で
今後食育として力を入れていきたいこととし
て、「栄養バランスのとれた食生活を実践し
たい」をあげた人が男女とも最も多く、男性
45.1％、女性57.9％。

○○ 他の世代に比べ、「栄養バランスのとれた
食生活を実践したい」、「家族や友人と食卓を
囲む機会を増やしたい」等をあげた人が多い。

若い世代（20歳代及び30歳代）が育った背景

○○ 2005年に食育基本法が施行されるとともに、栄養教諭の制度が創設。現在の20歳代は食育の取組が広がる
時期に育った世代。

小学生の頃、食の生産に関する体験活動をした人の割合 
（年齢階級別）

0 60 804020 100

70歳以上（n＝484）
60～69歳（n＝323）
50～59歳（n＝267）
40～49歳（n＝290）
30～39歳（n＝217）
20～29歳（n＝140）

全体（n＝1,721）

（％）

44.0
44.0
43.1
44.5
44.7

60.0

45.3

8.7
11.5 
13.9 

22.1 

20.7
18.6 

14.6 

あてはまる
どちらかといえばあてはまらない

どちらかといえばあてはまる
あてはまらない

どちらともいえない
わからない

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

小学生の頃、学校で食に関する指導を受けた人の割合
（年齢階級別）

12.4

13.9

22.5

21.0

24.4

38.6

19.3

10.3

9.9

20.6

21.7

27.2

29.3

17.4

0 60 804020 100

70歳以上（n＝484）
60～69歳（n＝323）
50～59歳（n＝267）
40～49歳（n＝290）
30～39歳（n＝217）
20～29歳（n＝140）

全体（n＝1,721）

（％）
あてはまる
どちらかといえばあてはまらない

どちらかといえばあてはまる
あてはまらない

どちらともいえない
わからない

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

コラム

ふだんの食生活の中で今後力を入れていきたいこと（男性・年代別）

0 10 20 30 40 50

食べ残しや食品の
廃棄を削減したい

健康に留意した
食生活を実践したい

家族や友人と食卓を
囲む機会を増やしたい

規則正しい
食生活を実践したい

栄養バランスのとれた
食生活を実践したい

（％）

34.6

35.8

42.0

42.0

45.1

全体（n＝759） 20～39歳（n＝162） 40～59歳（n＝247） 60歳以上（n＝350）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）

ふだんの食生活の中で今後力を入れていきたいこと（女性・年代別）

39.5

46.2

47.7

50.3

57.9

0 10 20 30 40 50 60

食品の安全性について
理解したい

食べ残しや食品の
廃棄を削減したい

家族や友人と食卓を
囲む機会を増やしたい

規則正しい
食生活を実践したい

栄養バランスのとれた
食生活を実践したい

（％）

全体（n＝962） 20～39歳（n＝195） 40～59歳（n＝310） 60歳以上（n＝457）

（複数回答、
上位5項目）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（2019年10月実施）
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ウェブ調査結果等を踏まえた若い世代向けの啓発資材の作成

○○ 農林水産省では、2019年度に、若い世代の食
育に関する課題を明らかにするため、ウェブ調査
やグループディスカッションを実施。ウェブ調査
の結果から、「主食・主菜・副菜を組み合わせた
食事」について、言葉も意味も知っている人は約
半数などの実態が明らかに。

○○ これらを踏まえ、若い世代の価値観やライフス
タイルが多様化する中で、それぞれに「ちょうど
よいバランスの食生活」を実践するためのヒント
をわかりやすく解説する啓発資材を作成。

啓発資材「考える　やってみる　みんなで広げる　ちょうどよいバランスの食生活」から抜粋

コラム
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の理解

52.3 
39.2 
45.7 

34.5 
41.0 

37.8 

13.2 
19.8 
16.6 

0 50 100

女性（n=983）
男性（n=1,017）
全体（n=2,000）

言葉も意味も知っている 意味は知らないが言葉は
聞いたことがある言葉も意味も知らない

（％）

資料：�農林水産省「令和元年度食育活動の全国展開委託事業（食育に関する課
題検討及び事例収集）若い世代向けウェブ調査」

5 若い世代が中心となって取り組む食育
○○ 食料の生産から消費に至る食の循環（生産、流通、食事、廃棄・保存・再利用の過程）において、若い
世代が中心となって積極的に取り組んでいる事例を紹介。

資料：農林水産省「食育ガイド」を基に作成
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特集　若い世代を中心とした食育の推進

農業女子プロジェクトメンバーによる、次世代に“つなぐ”食育

○○ 農林水産省が2013年から進めている「農業女子プロジェクト」では、取組の一つとして、企業・教育機
関と連携した食育イベントや農作業体験等を実施。

○○ 2019年8月31日（やさいの日）に、都心部に住む未就学児を対象に、収穫体験、野菜ブーケ作り等を行
う「831 やさいフェスタ」を実施。

○○ 子供たちは、収穫体験やクイズを通して、野菜が食卓に届く
までに様々な人が関わっていることを学ぶとともに、野菜ブー
ケ作りでは、野菜の種類や形を見て、触れて、楽しく学んだ。

○○ 女性農業者のスキルや実体験を生かし、農作業体験等から
「食」と「農業」の大切さを知ってもらい、次の世代に“つなぐ”取組を行う。

事 例

「831やさいフェスタ」の様子

持続可能な農業と社会のかたちをめざして

○○ 「100年先もつづく、農業を。」を目標として掲げる株式会社坂ノ途中では、
関西を中心に若手の新規就農者と連携し、少ない収穫量であっても消費者に
届く流通の仕組みを構築。

○○ 消費者に、収穫時期によって野菜の色や状態は変化することを知ってもら
い、その変化を理解し、楽しんでもらえるよう、テレビ番組での野菜紹介や
野菜料理教室、子供が遊びながら野菜について学べる「やさいのきもちかるた」の制作等を行う。

○○ 有機農業など環境負荷の少ない農業への関心が高い新規就農者を支援し、消費者に野菜の本来の味や姿を
伝えていくことで、持続可能な農業と社会の実現を目指す。

事 例

野菜を生産している農家を訪問

おいしくたべよう！ 災害食

○○ 「Food and Smile!」は、宮城学院女子大学で管理栄養士を目指す学生が運
営している、食を通じた地域の活性化に貢献することを目的としたボランティ
ア団体。

○○ 地元企業や地域住民と連携しながら、衛生面や栄養面に配慮し、避難所や
家庭にある食材で水道・電気・ガスを極力使わず簡単に調理できる「災害食」レシピを開発・普及。

事 例

学生が考案したサバ缶パエリア

食品ロス削減へ学生が取り組む「K
キ ョ ー
yo 0

ゼロ
 m

マ ー ケ ッ ト
arket」

○○ 「K
キ ョ ー
yo 0

ゼロ
 m

マ ー ケ ッ ト
arket」は、龍

りゅう
谷
こく

大学の学生が、多くの食品が手付かずのまま
ゴミになる現状について、「もったいない」という想いを伝える啓発イベント。

○○ 賞味期限前の食品を集めて、来場者に無料で提供する「もったいないスー
パー」、小学生がクイズ形式でリサイクル素材などを学べる「食ロスかるた」、
学生が来場者に食品ロスや生ごみ対策等について紹介する「エコカフェ」等
を実施。

事 例

「もったいないスーパー」に取り�
組む学生たちと陳列された食品


